
奇跡のソプラノ アイリカ・クリシャールが奏でる春の調べ 

～presented by 復刻の音色～ 

広い音域と色彩コントロールで、ドイツ声楽界の未来を担うソプラノ歌手として注目されるアイリカ・クリ 

シャールさんが、東日本大震災で被災した皆様をご自身の歌で励ましたいとの思いから、仙台に春を呼ぶ歌 

声を届けてくれます。 

       

Eilika Krishar アイリカ・クリシャール（ソプラノ） Bernard Fabuljan ベルナルド・ファブリヤーン（ピアノ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                        

仙台市民会館１F ロビー 
       入場無料（事前応募なし・整理券なし） 

                                 
 [お問合せ] アイリカ・クリシャール コンサート実行委員会 （佐藤 090-1060-1254） 

[主  催] アイリカ・クリシャール コンサート実行委員会、東北共立・陽光ビル共同体  

[後  援] 財団法人仙台市市民文化事業団 

北ドイツ東フリートラント生まれ。声の高密度、色彩コントロールに加え

て、モーツァルト『魔笛』の「夜の女王」の最高音域をはるかに超える広

い声域を持つ。ヨーロッパ各地で活躍中。教会音楽、ドイツ・リートに造

詣が深い。2011年ミュンヘンにて「冬の旅」リリース。 

シューマン    ：詩人の恋 

ツェムリンスキー ：トスカーナ地方の民謡によるワルツの歌  

リスト      ：おお、夢に来ませ 

メンデルスゾーン ：歌の翼に 

山田耕筰     ：からたちの花 

日本古謡/山田耕筰編 :さくらさくら 

瀧廉太郎         ：花、荒城の月 

プッチーニ       ：歌劇「トスカ」より『二人の愛の家へ』『歌に生き、愛に生き』 

プッチーニ       ：歌劇「蝶々夫人」より『海にも陸にも春風はそよぎ』『ある晴れた日に』 
 

 2012 年 3 月 1 日（木）10:30 開演 

・地下鉄: 勾当台公園下車「公園 2」出口から、徒歩約 10 分 

・バ  ス: 仙台市営バス「定禅寺通り経由交通局･大学病院」行き「仙台市民会館前」下車 

（仙台駅前 29 番乗場より約 15 分） 

・タクシー: JR 仙台駅より約 10 分 

ドイツ，アウグスブルグ生まれ。指揮者・ピアニスト・作曲編曲家。 


